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つどえ未来の起業家たち！

　町長へ子供たちからのお願い

P.4~5　町の執行方針P.4~5　町の執行方針

P.6~9　R8 年予算特別委員会P.6~9　R8 年予算特別委員会

P.2~3　議会懇談会報告P.2~3　議会懇談会報告

注目事業に議員が注目事業に議員が
徹底質問！徹底質問！

Ｒ８年の町の方針をＲ８年の町の方針を
議会が問う！議会が問う！

防災対策と高齢者支援に防災対策と高齢者支援に
対して町の声は？対して町の声は？

議員報酬はなぜ上がる？議員報酬はなぜ上がる？
P.P.11　特集議員報酬！11　特集議員報酬！

P.P.10　定例会・臨時会10　定例会・臨時会
どうなる乗合タクシー！？どうなる乗合タクシー！？
P.P.12~21　一般質問12~21　一般質問　　
花火大会開催するのか？花火大会開催するのか？
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議会
懇談会

地域におもむく議会　～聴かせてください皆さんの意見～

談談 会会懇懇会会議議

とと皆皆 ささ んん

のの議議 会会

　より開かれた議会となるよう、テーマを決めて話し合う「議会懇談会」。
町民の意見ひとつひとつから上富良野町の課題を浮き彫りにし、議会として政策立案、行政に提言できるよ
う皆さんの生の声を聞かせていただく大切な場です。
　今回は「防災対策について」と「これからの高齢者支援について」をテーマに、午前と夕方の２回に分
けて場所を移して話し合いを行いました。

２月２日（月）２月２日（月）
開催開催

　議会懇談会に参加し、色んな意
見をお聞きしました。その中で私
も述べましたが、町が関わる温浴
施設や十勝岳線の町営バスの料金
が町民も町民外も一律ということ。
他の自治体は料金の差があるのは
当たり前で、少しでも他からの収
入を増やすことを切に望みます。篠

しのはら
原　武

たけし
さん

テ
ー
マ
①　
防
災
対
策
に
つ
い
て

〇
独
居
の
高
齢
者
や
高
齢
者
世
帯
の
方
々
の
災
害
時
の
対

応
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
、
安
否
確
認
が
行
え
る
体
制
の

確
立
が
必
要
だ
と
思
う
。

〇
過
去
の
十
勝
岳
噴
火
は
市
街
地
に
壊
滅
的
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
。
離
れ
た
と
こ
ろ
に
避
難
場
所
を
考
え
て
お
く

こ
と
が
必
要
。
そ
の
点
で
東
中
は
避
難
地
と
し
て
有
効
で

支
援
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
避
難
場
所
と
し
て

受
け
入
れ
を
出
来
る
よ
う
な
会
館
の
整
備
を
考
え
ほ
し
い
。

〇
防
災
訓
練
な
ど
で
防
災
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
持
つ

こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。

〇
防
災
＝
十
勝
岳
と
決
め
つ
け
ず
に
、
地
震
等
の
災
害
に

対
す
る
物
流
、
燃
料
、
食
料
品
な
ど
、
町
と
し
て
ど
う
す

れ
ば
良
い
の
か
、
色
々
と
調
査
す
べ
き
だ
と
思
う
。
備
蓄

品
の
確
保
を
積
極
的
に
行
い
、
防
災
対
策
を
幅
広
く
し
て
、

我
々
町
民
に
様
々
な
防
災
情
報
を
知
ら
せ
し
て
欲
し
い
。

〇
地
域
で
防
災
訓
練
を
毎
年
１
回
訓
練
し
て
い
る
。
参
加

す
る
人
が
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず
、
若
い
人
の
参
加
が
少
な

く
参
加
を
増
や
す
た
め
に
悩
ん
で
お
り
、
地
震
の
体
験
、

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ト
な
ど
が
体
験
で
き
る
よ
う
な
工
夫
を
考

え
て
い
る
。
例
年
開
か
れ
て
い
る
町
の
十
勝
岳
防
災
訓
練

に
、
全
町
民
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
現
場
の
体
験

で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
作
っ
て
も
ら
い
た
い
。

〇
十
勝
岳
防
災
訓
練
に
参
加
し
た
際
に
、サ
イ
レ
ン
が
鳴
っ

て
か
ら
避
難
所
に
行
く
と
遅
い
と
言
わ
れ
た
。
皆
さ
ん
早

く
か
ら
集
ま
っ
て
お
り
、
来
る
人
も
役
員
ば
か
り
で
参
加

者
が
少
な
い
。
お
年
寄
り
と
一
緒
に
歩
い
て
く
る
一
般
の

人
も
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
訓
練
に
意
味
が
あ
る
の
か
と

感
じ
る
。

　上富良野に住んで 7 年になります。
住宅の前が町道ですが、冬場は通行
止めになります。国道からの乗り入
れは大変勾配がきつくて難しいみた
いなのですが、せめて住宅の近くま
での除雪をお願いしたいです。
　また、国道の歩道に関しても旅行
者なども時々利用しますので、バス
停から JR 付近までスムーズに歩け
るようお願いします。

松
まつざき

﨑　定
さだゆき

行さん

～参加者の声～～参加者の声～
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議会懇談会

町内の方で５人以上のグループであれば、どなたでも議会懇談会の開催を申し込むことができます。
議会に直接生の声を伝えることで、あなたの課題が町の課題として扱われるきっかけにもなります。

あなたの声を直接議会に届けませんか？あなたの声を直接議会に届けませんか？

申し込み方法 申込書を議会事務局までご提出ください。
詳細はこちらから👉

上富良野町議会事務局
☎ 45 ｰ 6992　FAX 45 ｰ 5362 

テ
ー
マ
②　
高
齢
者
支
援
に
つ
い
て

〇
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
が
、
日
曜
日
に
利
用
で
き
な
い
た

め
、
老
連
な
ど
の
行
事
に
参
加
で
き
な
い
。
柔
軟
な
運
営

を
望
ん
で
い
る
。

〇
中
富
良
野
は
町
主
催
で
敬
老
会
を
行
っ
て
い
る
。
上
富

良
野
町
で
も
敬
老
会
を
町
主
催
で
開
催
し
て
ほ
し
い
。

〇
少
子
高
齢
化
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
町
に
働
き
口
が
あ

る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
。
こ
う
し
た
こ
と
の
解
決
策

を
見
つ
け
な
い
と
町
が
衰
退
し
て
い
く
。
子
ど
も
の
無
償

化
な
ど
の
方
策
を
取
っ
て
い
る
が
変
わ
ら
な
い
。
高
齢
者

は
多
い
、
介
護
施
設
を
増
や
す
に
も
働
く
人
が
い
な
い
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
町
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

〇
高
齢
者
と
い
っ
た
ら
気
に
な
る
の
は
認
知
症
。
認
知
症

に
や
さ
し
い
地
域
社
会
を
構
築
す
る
よ
う
に
、
地
域
福
祉

計
画
に
は
書
い
て
あ
る
が
、
言
っ
て
い
る
こ
と
と
や
っ
て

い
る
こ
と
が
違
う
と
感
じ
る
。
議
員
の
皆
さ
ん
か
ら
も
町

に
提
言
し
て
頂
き
た
い
。

〇
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
よ
う
に
、
高
齢
者
も
送
迎
サ

ポ
ー
ト
を
考
え
て
み
て
欲
し
い
。

〇
高
齢
者
の
免
許
返
納
後
の
こ
と
が
問
題
。
山
間
部
で
は
、

車
が
な
け
れ
ば
ゴ
ミ
を
捨
て
に
も
行
け
な
い
。

　孤独死について、なぜか便利すぎる社会（パソコン・スマホ）の
疲弊かもしれません。
　画面や言葉だけの付き合いで、自分だけが良ければ周りに無関心。
無関心の先に人付き合いが苦手になります。人付き合いが苦手の先
は、孤独になります。もちろん、この事ばかりではないが、家族構
成にも理由があるのだろうと思います。
　ですから周りを気に掛けましょう。普段から周りが気になる存在
でいましょう。小

お だ
田　喜

き み お
美男さん

　上富良野町は、十勝岳の噴火の脅威があるが、自然豊かな環境下
で栽培される多数の農作物を含めた特産品がある。避難所と特産品
の販売を併せ持つ施設「道の駅」の設置に期待している。防災の観
点と近年のインバウンド増加の観点から普段は「道の駅」として、
災害時には「避難所」として、今後の上富良野町のためにも協議し
前に進めていただきたい。

西
に し き

木　貴
たかひろ

洋さん

～参加者の声～～参加者の声～
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執行
方針

Q
．
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
を
や
め
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
の
み
に
す
る
代
わ
り
に
、
仮

装
盆
踊
り
の
時
に
町
民
イ
ベ
ン
ト
を
想

定
し
て
い
る
み
た
い
だ
が
、
町
民
に
伝

え
る
気
は
あ
る
の
か
。

執
行
方
針
概
要

林議員

A
．
町
長　
ラ
ベ
ン
ダ
ー
フ
ェ
ス
タ
の
歴
史
は
あ
る
が
、
昨
今
の
暑

さ
を
ど
う
す
る
か
は
重
要
な
問
題
と
考
え
て
い
る
。
実
行
委
員
会
を

組
織
し
て
や
っ
て
い
る
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
し
っ
か
り
と
検
討
し
、

開
催
し
て
い
く
。

A
．
町
長　
原
資
そ
の
も
の
を
行
政
が
用
意
す
る
の
は
、
な
か
な
か

難
し
い
面
も
あ
る
。
過
去
に
も
あ
っ
た
利
子
補
給
も
含
め
、
そ
の
よ

う
な
希
望
の
あ
る
業
者
に
対
し
て
は
対
応
し
て
い
き
た
い
。

金子議員

国
や
道
と
の
連
携
の
も
と
、
商
工
会
を
中
心
と
し
た
振
興
施
策
を
推

進
す
る
と
共
に
、
既
存
事
業
者
の
経
営
の
持
続
化
や
強
化
、
新
た
な

担
い
手
に
よ
る
創
業
や
新
事
業
の
展
開
を
支
援
し
て
い
く
。

Q
．
新
年
度
予
算
に
お
い
て
も
持
続
化
補

助
金
を
つ
け
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
そ

れ
に
は
原
資
が
い
る
。
本
当
に
弱
っ
て
い

る
中
小
企
業
に
つ
い
て
は
直
接
的
な
支
援

は
考
え
て
な
い
か
。

執
行
方
針
概
要

執行方針を問う！！執行方針を問う！！

イベント 商工業

広域連合

A
．
町
長　
地
域
振
興
策
や
、
自
然
災
害
へ
の
対
応
、
老
朽
化

し
た
イ
ン
フ
ラ
の
長
寿
命
化
や
公
共
施
設
の
改
築
な
ど
、
多
大

な
財
政
需
要
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

高
規
格
道
路
整
備
で
計
画
さ
れ
る
ル
ー
ト
や
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
動
向
を
ふ
ま
え
、
道
の
駅
整
備
に
向
け
調
査
・
研
究
を
行
う
。

Q
．
ル
ー
ト
決
定
の
際
に
道
の
駅

の
設
計
、
工
事
に
か
か
る
の
か
、

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
、
大
体
の

目
的
を
教
え
て
ほ
し
い
。

執
行
方
針
概
要

北條議員

道の駅

A
．
町
長　
串
内
の
育
成
に
関
し
て
、
小
型
ピ
ロ
プ
ラ
ズ
マ
症

が
発
生
し
て
お
り
、
縮
小
に
な
る
。
た
だ
、
縮
小
と
い
う
の
は

圏
外
か
ら
の
受
け
入
れ
を
断
る
だ
け
で
圏
内
、
上
富
良
野
の
畜

産
の
方
に
は
影
響
が
な
い
と
考
え
る
。
町
内
畜
産
業
の
方
に
は

影
響
が
無
い
よ
う
、
話
し
合
っ
て
い
る
。

作
業
負
荷
軽
減
と
搾
乳
経
営
の
効
率
化
の
た
め
、
串
内
牧
場
内

に
整
備
し
た
草
地
、
哺
育
・
育
成
セ
ン
タ
ー
の
効
果
的
な
利
活

用
を
進
め
て
い
く
。

Q
．
串
内
牧
場
で
確
認
さ
れ
た

小
型
ピ
ロ
プ
ラ
ズ
マ
症
の
対
応

で
、
規
模
縮
小
し
て
運
営
す
る

説
明
が
あ
り
、
支
援
が
限
定
的

に
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
考

え
る
が
、
ど
の
よ
う
に
他
の
市

町
村
長
と
議
論
し
て
い
く
の
か
。

執
行
方
針
概
要小林議員

上
富
良
野
の
豊
か
な
四
季
の
恵
み
を
活
か
せ
る
よ
う
、
四
季
彩
イ
ベ

ン
ト
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
協
議
の
上
、
町
外
か
ら
の
誘
客
促
進
、

町
民
へ
の
還
元
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。
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執行方針

❺

A
．
町
長　
民
間
の
会
社
が
ど
う
な
ろ
う
と
も
、地
域
の
農
村
部
、

特
に
交
通
弱
者
の
足
は
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。

予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
事
業
に
つ
い
て
、
高
齢
者
や
障
が
い
者

な
ど
の
交
通
手
段
の
安
定
的
な
確
保
の
た
め
、
引
き
続
き
安
心

し
て
利
用
で
き
る
よ
う
安
心
・
安
全
な
運
行
に
努
め
て
い
く
。

Q
．
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
多
く
の

方
が
利
用
す
る
状
況
だ
が
、
1

業
者
が
撤
退
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
弊
害
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
と
思
う
。対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

執
行
方
針
概
要

病
院
経
営
に
つ
い
て
、
病
院
経
営
強
化
プ
ラ
ン
及
び
本
年
度
策
定
す

る
経
営
改
善
実
行
計
画
に
基
づ
き
、
経
営
の
健
全
化
に
努
め
て
い
く
。

Q
．
新
病
院
が
ス
タ
ー
ト
し
、
1
年
を

迎
え
る
。
経
営
状
態
に
お
い
て
改
善
は

お
ろ
か
、
慢
性
的
な
医
師
不
足
の
解
消

も
で
き
て
い
な
い
。
赤
字
解
消
に
向
け

た
取
り
組
み
を
ど
の
よ
う
に
図
り
、
経

営
改
善
を
し
て
い
く
の
か
。

執
行
方
針
概
要

荒生議員

A
．
町
長　
公
立
病
院
を
取
り
巻
く
環
境
は
変
わ
っ
て
い
る
。
新
た

に
策
定
す
る
「
経
営
改
善
実
行
計
画
」
に
取
り
組
み
、
医
師
確
保
、

医
療
ス
タ
ッ
フ
も
含
め
、
医
療
福
祉
を
守
り
、
赤
字
を
少
し
で
も
減

ら
し
て
い
く
。

町政・教育行政の町政・教育行政の

町立病院

乗合タクシー

米澤議員

A
．
町
長　
一
遍
に
更
新
と
い
う
訳
に
は
財
政
状
況
上
許
さ
な

い
と
こ
ろ
だ
が
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ
、

給
食
セ
ン
タ
ー
等
が
ど
の
よ
う
な
姿
で
あ
る
べ
き
か
検
討
段
階

に
入
っ
て
い
る
。

地
域
振
興
策
や
、
自
然
災
害
へ
の
対
応
、
老
朽
化
し
た
イ
ン
フ

ラ
の
長
寿
命
化
や
公
共
施
設
の
改
築
な
ど
、
多
大
な
財
政
需
要

が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

Q
．
公
共
施
設
全
般
に
お
い
て
、

老
朽
施
設
更
新
の
優
先
順
位
や
、

財
源
確
保
策
に
つ
い
て
ど
の
様
な

検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。

執
行
方
針
概
要

佐藤議員

公共施設

A
．
教
育
長　
新
た
な
組
織
を
設
置
し
て
進
め
て
行
く
た
め
に
、
委

員
は
も
ち
ろ
ん
事
務
局
も
周
到
な
準
備
が
必
要
だ
っ
た
と
反
省
し
て

い
る
。
も
っ
と
丁
寧
に
、
着
実
に
あ
り
方
検
討
委
員
会
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

茶谷議員

上
富
良
野
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
建
設
か
ら
46
年
が
経
過
し
施
設
の

老
朽
化
及
び
衛
生
管
理
等
の
課
題
が
あ
り
、
引
き
続
き
「
学
校
給
食

の
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
に
お
い
て
、
将
来
の
あ
り
方
の
検
討
・
協

議
を
進
め
て
い
く
。

Q
．
あ
り
方
検
討
委
員
会
、
現
場
の
職
員

か
ら
会
の
進
め
方
に
関
し
て
、
不
安
が
あ

る
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。
こ
の
先

の
進
め
方
に
関
し
て
、
不
安
の
声
を
払
拭

し
て
ほ
し
い
。

執
行
方
針
概
要

給食センター
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予算特別
委員会

議員が注目した予算はこれだ！議員が注目した予算はこれだ！
期待どおりの成果が見込めるかしっかり検証！！

泥流災害から 100 年。先人の労苦に思いを馳せつつ、町
に新たな活力を生み出し、町民の郷土愛が高まる事業展
開を期待する。

①地域活性化担い手創成事業
②十勝岳大正泥流被災100年事業
③ラベンダーフェスタ

佐
藤
大
輔
議
員

議
長
　
中
澤
　
良
隆

　物価高騰等のあおりを受け、町民の皆様の生活は一段と厳しくなってきています。　　　　　　　　　　　　
　今年度の予算が、町民の皆様の生活に寄り添い、活力ある町づくりにつながる予算となって　　　
　いるのか、議員各位が、慎重に審議し、総額145億円余りの議決に至りました。
　皆様にとって、令和８年度が明るく活気に満ちた年になることを心から祈念します。

ラベンダーフェスタや新たな町民向けイベントの開催に
ついては、関係団体と十分な協議を行い、町内外からの
お客様の満足度などに努めていただき、スピード感をもっ
て事業の推進をお願いしたい。

①地域活性化担い手創成事業
②全国高校生朗読甲子園事業
③観光諸行事事業（ラベフェス花火）

荒
生
博
一
議
員

注  目  の  新新  事  業
令和８年度

　
国
に
よ
る
子
育
て
支
援
策

に
よ
り
小
学
校
の
給
食
費
が

無
償
化
さ
れ
る
こ
と
に
合
わ

せ
、
町
独
自
で
中
学
校
及
び

上
富
良
野
高
校
、
認
定
こ
ど

も
園
等
の
給
食
費
も
無
償
化

す
る
。（
ア
レ
ル
ギ
ー
等
で

お
弁
当
持
参
の
対
象
児
童
に

は
給
食
費
相
当
分
の
金
額
を

補
助
す
る)

大
正
泥
流
か
ら
100
年
の
節

目
に
合
わ
せ
て
、
追
悼
式

（
５
月
）、
三
浦
綾
子
記
念

文
学
館
館
長
に
よ
る
記
念

講
演
会
（
９
月
頃
）、
泥

流
100
年
災
害
回
顧
誌
の
発

行
の
ほ
か
、
追
悼
関
連
に

関
わ
る
住
民
活
動
へ
の
補

助
（
最
大
10
万
円
）
を
行

う
。

地
域
活
性
化
担
い
手
創
成
事
業

　
　
　

地
域
活
性
化
担
い
手
創
成
事
業

　
　
　

　
　
１
０
５
０

　
　
１
０
５
０
万
円

　
課
題
で
あ
る
町
の
地
域
・

観
光
・
特
産
品
振
興
や
ふ

る
さ
と
納
税
の
拡
充
な
ど

魅
力
的
な
地
域
づ
く
り
を

行
う
担
い
手
不
足
の
解
消

の
た
め
、「
地
域
再
生
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
制
度
」
に
よ

る
外
部
専
門
家
を
活
用
す

る
こ
と
で
地
域
商
社
な
ど

の
新
た
な
担
い
手
創
出
を

目
指
す
。

　
従
来「
ラ
ベ
ン
ダ
ー
フ
ェ

ス
タ
」
で
行
っ
て
い
た
デ

イ
イ
ベ
ン
ト
（
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
や
出
店
）
を
猛

暑
や
混
雑
、
運
営
負
担
を

考
慮
し
別
日
に
行
う
。
合

わ
せ
て
こ
れ
ま
で
、見
送
っ

て
い
た
花
火
大
会
も
行
う
。

（
既
存
イ
ベ
ン
ト
と
の
併
催

を
検
討
中
）

給
食
費
無
償
化

給
食
費
無
償
化

　　

  　
６
０
０
０

　
６
０
０
０
万
円

新
規
町
民
イ
ベ
ン
ト
　
　
　
　
　
　
　
　

新
規
町
民
イ
ベ
ン
ト
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

    

３
０
０

３
０
０
万
円

十
勝
岳
大
正
泥
流

十
勝
岳
大
正
泥
流

　
　
被
災

　
　
被
災
100100
年
事
業

年
事
業

　
　
２
３
８

　
　
２
３
８
万
円
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①移住定住に関わる事業全般
②部活動地域展開事業
③給食センター

人口減少が進む中、地域おこし協力隊の活用や、自衛隊
や教職員を含めた町外から通勤している方が上富良野に
住みたくなるような移住・定住に繋がる施策の充実が今
まで以上に重要ではないか…

①簡易舗装等整備
②地域活性化担い手創成事業
③有害鳥獣対策費

町道の簡易舗装改良の早期実現を望む。課題解決に向け
て効果を期待する。
箱わなの増設、監視カメラ導入により効果を期待。

茶
谷
朋
弘
議
員

中
瀬
　
実
議
員

①地域活性化担い手創成事業
②新規町民イベント
③町立病院

①新規町民イベント
②有害鳥獣対策
③十勝岳大正泥流被災100年事業

①新規町民イベント
②地域活性化担い手創成事業
③町立病院の経営改善推進計画

町民イベント開催とあるが、イベント費の花火は具体的
ではあるが、ステージ等とはどのようなものなのか。町
民の皆さんがたくさん集まり、楽しんでもらえるような
イベントを行ってもらいたい。

井
村
悦
丈
議
員

北
條
隆
男
議
員

岡
本
康
裕
議
員

小
林
啓
太
議
員

①子育て支援に係る事業
②ふるさと納税に係る事業
③農業の担い手育成に係る事業

保育施設や学校の給食費無償化など、経済的な支援が進
む一方で、子育てに関わる日常の困りごとを解消するた
めのきめ細やかな運用がされているかも注視していきた
い。

地域再生マネージャー制度を活用し、活力と魅力ある上
富良野づくりに寄与することを期待する。

今、クマ出没が頻繁になっている。町はどう対応するの
か見守りたい。

金
子
益
三
議
員

林
　
敬
永
議
員

①新規町民イベント
②地域活性化担い手創成事業
③ごみ焼却炉の廃止

永年続いたラベンダーフェスタのステージイベントが廃
止される。上富良野町が「ラベンダー発祥の地」である
歴史が断絶される。町民はこんなことを望んでいるのか。

①地域活性化担い手創成事業
②給食費無償化
③町立病院

町の観光振興にしっかりと寄与できる人材発掘のために
成果を出してほしい。児童生徒の健やかな成長を願う。
病院の経営安定に向けた医師の確保に取り組んでもらい
たい。

米
澤
義
英
議
員

①保育給食費助成事業
②小中学校給食費軽減
③地域活性化担い手創成事業

物価高騰による子育て世帯の支援策として、令和８年４月から
始まる教育・保育、小中学校の給食費の無償化は、保護者負担
の軽減にもつながる事業。また、町の地域振興事業を進めるた
めに、外部人材に依存するより町の人材育成が重要。

①地域活性化担い手創成事業
②ジオパーク推進事業
③観光諸行事事業

令和８年度予算において、上富良野町を活性化すべく、
地域活性化担い手になる方の発掘を実施し、ジオパーク
事業と観光諸行事を絡め、町民が喜んでもらえることを
期待する。

湯
川
千
悦
子
議
員
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令和８年度予算の使い道を質問！令和８年度予算の使い道を質問！
みんなのお金はどう使われる？

移住・定住

地域活性化担い手創成事業
Q. この事業の目的は？
A. 町の観光振興などにおける課題を解決し、地域経済
　 の活性化を担う新たな担い手の創出を⽬的としており、
　 それに向けて FAM ツアー（旅行会社がメディアを招
　 待して町の魅力を広めてもらう）や特産品などを活⽤
　 したマルシェの開催を予定している。

U I J ターン補助
Q. 昨年の実績は？
A. １件この制度を活用した移住者がいる。
Q. より効果的に活用するためには？
A. 広く広報していくとともに、対象となる事業者の増
　 加に努めたい。
Q. 今後も続けていくのか？
A. これに代わる効果的な移住施策を検討しながら判断
　 していく。

泥流地帯

泥流地帯映画化
Q. 計画が R9 年までとなっているが、R9 年に出来上
　 がるということか？
A. 監督の強い希望もあり、R8 年製作開始、R9 年完成
　 という予定で進めている。
Q. 映画化に向けたふるさと納税寄付額が現在 8,000 万
　 円を超えたが手応えは？
A. 良いペースで集まっている。また、大きい額の寄附
　 を企業から打診をいただいており、順調と認識している。

泥流地帯

全国高校生朗読甲子園
Q. 昨年好評だったが、今年の見込み人数は？（昨年は
　 10 数名）
A. 手応えを感じており、今年は 30 名程度を見込んで
　 いる。
Q. 泥流地帯映画化を進める会の主催となっているが、
　 映画化完成後も続けていくのか。
A. 映画が完成し、進める会が役目を終え解散しても、
　 新たな実行委員会をつくり、続けていきたい。

防災

Q. 災害時の避難所におけるアレルギーを持つ町民に
　 対する対応は？
A. 避難所運営マニュアルの中にで対応の仕方を明確
　 にしていく。
Q. 名簿だけでは不十分ではないか？
A. リストバンドやビブスなどの使用を含めて検討し
　 ていく。

部活動の地域移行

Q. 地域移行に向けて地域おこし協力隊の活用を予定
　 しているのか？
A. 現在募集中。５月から従事予定。
Q. 協力隊員以外に職員のサポートやさらなる人材配
　  置が必要ではないか。
A. 一人に丸投げせず職員も勉強しながら、協力して
　 進めていきたい。
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観光

十勝岳ジオパーク
Q. 再認定を受け、今年度のジオパーク推進の取り組
　 みは？
A. 再認定のための現地認定の際に、観光・教育・防
　 災の従事者と連携を図ることができる組織づくりを
　 していくよう指摘されたことを踏まえ、美瑛町と協
　 議し組織体制を見直していく。

Q. ラベンダーフェスタ最終日に行っていた出店や、ス
　 テージイベントは別日になるのか？
A. 夏の猛暑や駐車場の混雑、花火大会を希望する町民
　 が多いことから、新たな町民向けの夏のイベントを計
　 画している。
Q. ８月に予定しているというがイベント開催までのス
　 ケジュールは？
A. ４月に実行委員会を開き開催場所、日程、イベント
　 内容を協議していく。

町立病院

Q. 病院経営改善のために国から２億 2,000 万円の借り入れを行うとあるが町のお金で補填しない理由は？
A. 総務省から町の一般財源に頼ることなく健全化に向けて国からの借り入れを利用しながら自助努力するように
　 指導されているため。
Q. 現在医師が不足している状況だが新たな経営改善計画は医師が充足した体制での計画か？
A. 現在は不足している部分を出張医で補っている。医師３人体制で改善していく予定である。

討討  

論論

提
出
し
た
意
見
書

一
般
会
計

１　
地
域
活
性
化
担
い
手
創
成
事
業

　
に
つ
い
て
、
観
光
振
興
等
が
町
内

　
経
済
の
活
性
化
へ
と
確
実
に
結
び

　
つ
く
よ
う
、
事
業
を
進
め
ら
れ
た

　
い
。

２　
観
光
諸
行
事
負
担
に
つ
い
て
、

　
町
民
及
び
町
外
か
ら
の
来
訪
者
双

　
方
の
満
足
度
向
上
に
努
め
ら
れ
た

　
い
。

病
院
事
業
会
計

１　
町
立
病
院
に
お
い
て
は
、
今
後　

　
策
定
さ
れ
る
経
営
改
善
推
進
計
画

　
に
基
づ
き
経
営
改
善
に
努
め
ら
れ
、

　
引
き
続
き
、
医
師
の
確
保
に
最
大

　
限
の
努
力
を
さ
れ
た
い
。

☜ 全文はこちらから

金
子　
議
員

　
歳
入
は
依
存
財
源
が
多
く
財
政
の
硬
直
化
が
見

ら
れ
、
基
金
の
取
り
崩
し
に
よ
る
編
成
と
な
っ
て

い
る
が
、
減
債
基
金
の
積
立
な
ど
将
来
を
見
据
え

た
対
応
は
評
価
し
て
い
る
。

　
歳
出
で
は
、
防
災
や
観
光
振
興
、
地
域
活
性
化
、

人
材
確
保
に
加
え
、
給
食
費
無
償
化
や
医
療
・
子

育
て
支
援
な
ど
町
民
生
活
に
直
結
す
る
施
策
が
着

実
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
今
後
も
物
価
高
騰
等
に

柔
軟
に
対
応
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、
本
予
算
に

賛
成
す
る
。

米
澤　
議
員

　
物
価
高
騰
に
よ
り
町
民
の
暮
ら
し
は
厳
し
く
、

暖
房
費
を
は
じ
め
生
活
費
全
体
の
節
約
を
強
い
ら

れ
て
お
り
、
町
民
の
生
活
支
援
を
最
優
先
に
取
り

組
む
べ
き
。
給
食
費
無
償
化
や
有
害
鳥
獣
対
策
の

拡
充
、
観
光
施
策
は
評
価
し
ま
す
が
、
映
画
化
事

業
の
完
成
時
期
が
不
明
確
で
あ
り
、
効
果
に
も
疑

問
が
あ
る
。
ま
た
、
地
域
活
性
化
の
た
め
に
外
部

の
力
を
借
り
る
こ
と
よ
り
も
地
域
の
声
を
聞
き
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
優
先
す
べ
き

こ
と
を
明
確
に
し
、
商
工
業
者
や
農
業
者
、
子
育

て
世
帯
や
高
齢
者
等
へ
の
支
援
を
充
実
さ
せ
る
べ

き
で
あ
り
、
本
予
算
に
反
対
す
る
。

反　
対

観光諸行事事業（新規町民イベント）

賛　
成
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町
議
会
で
は
、
第
１
回
臨
時
会
が
１
月
13
日
、
第
２
回
臨
時
会
が
２
月
３
日
、
第
１
回
定
例
会
が
、

３
月
３
日
か
ら
17
日
、
予
算
特
別
委
員
会
が
３
月
10
日
か
ら
13
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。　
　

　
定
例
会
で
は
、
10
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
令
和
８
年
度
予
算
及
び
基
金
の
一
部
支
消
に
つ

い
て
は
、
予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
審
議
と
な
り
ま
し
た
。
定
例
会
最
終
日
に
、
一
般
会
計
予
算

及
び
特
別
会
計
予
算
、
企
業
会
計
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
補
正
予
算
及
び
条
例
の
制
定

等
を
審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

臨時会臨時会

議会 Pickup

定例会定例会
条例条例の新規制定の新規制定
上富良野町予約型乗合タクシー運行条例
　町内のタクシー業者１社の廃業に伴い、業務委託により行われていた
予約型乗合タクシーの運行が難しくなったことから、町の直営で実施する。

富
良
野
広
域
連
合
議
会

　
　
　
　
　
第
１
回
定
例
会

　
令
和
８
年
第
１
回
富
良
野
広

域
連
合
議
会
定
例
会
が
２
月
９

日
に
開
催
さ
れ
、
連
合
長
か
ら

行
政
執
行
方
針
が
述
べ
ら
れ
た

ほ
か
、
補
正
予
算
案
及
び
新
年

度
予
算
案
、
条
例
案
が
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
金
子
議
員
よ
り
次
の

と
お
り
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
「
公
共
串
内
牧
場
に
お
け
る

小
型
ピ
ロ
プ
ラ
ズ
マ
症
へ
の
こ

れ
ま
で
の
対
応
と
、
こ
れ
か
ら

の
対
策
に
つ
い
て
」

　
①
令
和
７
年
度
に
発
症
確
認

事
例
が
続
発
し
た
が
ゾ
ー
ニ
ン

グ
に
問
題
は
無
か
っ
た
か
。
②

ダ
ニ
駆
逐
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施

効
果
か
ら
全
頭
検
査
が
必
要
と

考
え
る
が
。
③
完
治
が
望
め
な

い
現
状
に
お
け
る
感
染
し
た
牛

へ
の
補
償
は
。
④
疾
患
原
因
で

あ
る
マ
ダ
ニ
類
を
運
ぶ
エ
ゾ
シ

カ
対
策
は
。
⑤
令
和
８
年
度
は

ど
の
よ
う
な
対
策
を
持
っ
て
放

牧
牛
を
受
入
れ
し
て
い
く
の
か
。

⑥
哺
育
育
成
セ
ン
タ
ー
の
子
牛

受
入
れ
等
の
影
響
は
。

物価高騰対応に伴う町民の生活支援に３事業
・低所得者世帯給付金事業　1,9001,900 万円（1 世帯当たり 1 万円給付）

・児童・社会福祉施設等支援事業　900900 万円（高齢者福祉施設等に対する支援）

・物価高対応子育て応援手当　2,7832,783 万円（子ども 1 人当たり 2 万円）

特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例

財産の取得財産の取得
・かみんデイサービスセンター特殊浴場整備 ・武道館畳取り替え

第１回（１月13日）第１回（１月13日）

補正補正予算予算
（主なもの）（主なもの）

物価高騰対応に伴う町民の生活支援に３事業
・生活応援商品券交付事業　11 億億 150150 万円
　（町民１人当たり 1 万円の商品券給付）
・収益向上作物生産振興事業　1,3001,300 万円
　（メロン栽培ハウスの遮光ネット導入補助）
・住宅新築費助成事業　2,0002,000 万円
（町内に建設される住宅の新築に要する費用の一部補助）

第２回（２月３日）第２回（２月３日）



　12 月 24 日に提出された上富良野町特別職報酬審議会の審議結果を受け、１月 13 日に行われた臨時会
において、８年ぶりに議員報酬が改定されることが決まりました。これにより、最大で議会議員の報酬が
17.32% 増額されることとなりました。

⓫ かみふらの議会だより第 130 号

定例会・臨時会

令和８年度から議員報酬が増額！

■改定までの経緯
　町長、副町長及び教育長並びに議員の報酬に関しては概ね 2 年を目途に定期的に検証を行う必要があると
されていたことから、令和 7 年 11 月 21 日に町長から審議会に対して検討を求めました。その後、審議会で
は全 3 回の会議を経て、報酬を増額するべきと答申書が出されました。これを受け、議会に対し報酬改定の
一部条例改正が上程され、賛成多数で可決しました。

■改定内容（報酬月額）　

※年収は期末手当（約 4.6 ヶ月分）を加えた額になります。

■主な答申内容
　町長、副町長及び教育長においては、常勤
職であることから、物価高騰下での生活基盤
の維持を考慮し職務専念の環境を整備する必
要があり、特別職の給料月額を引上げること
が適当と判断した。
　議会が行政の監視機能に加え、多様な住民
の声を政策に反映させる役割を果たすために
は、議員の通年の活動を経済的に支え、多様
な人材の確保・参画、改選期には議員定数を
２名削減することもあり、議員の報酬月額を
引上げることが適当と判断した。
　町長、副町長及び教育長並びに議員各位に
おいては、報酬等が町民の貴重な納税が基本
にあることを再認識され、今後の持続可能な
まちづくりと町民福祉の向上に、 なお一層ご
尽力されることを心より願うものである。

新年度より議員報酬が増額されることが決まりました。
また先に行われた議会では次回選挙から議員定数が 2 名
削減されることも既に決まっております。今回の報酬改
定により、議会によるより活発な議論やさらなる議員活
動が期待されるほか、次回選挙において多様な人材が立
候補されることが期待されます。

上富良野町特別職報酬審議会とは…
町内の農業・経済団体、住民会などから
選出された計 10 名で構成され、特別職
と議会議員の報酬に関して、概ね 2 年に
一度審議を行う会で、議会とは別組織。

区分 改定後 改定前 増額 改定率

　町長 760,000 円　　　 750,000 円 ＋ 10,000 円 1.33％

　副町長 622,000 円 612,000 円 ＋ 10,000 円 1.63％

　教育長 586,000 円 576,000 円 ＋ 10,000 円 1.74％

　議長 295,000 円 275,000 円 ＋ 20,000 円 7.27％

　副議長 230,000 円 209,000 円 ＋ 21,000 円 10.05％

　常任委員長 220,000 円 191,000 円 ＋ 29,000 円 15.18％

　議員 210,000 円 179,000 円 ＋ 31,000 円 17.32％

特集



一般
質問

                                                                                                                                           かみふらの議会だより第 130 号 ⓬

民生児
童委員

湯川　千悦子 議員

民生委員・児童委員の活動費は

かみふらの道の駅の誕
生はいったいいつにな
るのだろう？

道
の
駅
の
キ
ラ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
と
は
…
顧
客
を
強
く
惹

き
つ
け
、
集
客
や
売
り
上
げ
向
上
に
大
き
く
貢
献
す
る

目
玉
と
な
る
要
素
の
こ
と
。
道
の
駅
を
訪
れ
る
目
的
自

体
に
な
る
よ
う
な
、
体
験
や
交
流
、
特
産
品
を
活
か
し

た
独
自
の
商
品
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

湯
川
議
員　
民
生
委
員
・
児

童
委
員
は
、
地
域
住
民
の
身

近
な
相
談
相
手
と
し
て
重
要

な
存
在
だ
。
様
々
な
相
談
や

日
常
的
な
支
援
、
訪
問
や
連

絡
活
動
、
実
態
調
査
、
地
域

福
祉
活
動
へ
の
関
り
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
る
活
動
に
あ
た

ら
れ
て
い
る
。
無
報
酬
で
は

あ
る
も
の
の
物
価
高
騰
な
ど

に
伴
い
、
活
動
費
の
見
直
し

が
必
要
と
考
え
る
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

活
動
実
態
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

斉
藤
町
長　
担
当
地
区
に
お

い
て
日
頃
か
ら
生
活
、
介
護
、

医
療
、
子
育
て
な
ど
の
相
談

に
応
じ
、
支
援
が
必
要
な
方

は
サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
専
門
機
関
と
つ
な
ぎ
、

高
齢
者
や
障
害
者
の
安
否
確

認
や
見
守
り
を
は
じ
め
、
町

町長 -活動内容を勘案し、検討していく

道
の
駅
構
想
に
つ
い
て

湯
川
議
員　
町
長
は
２
期
目

に
入
り
、
自
身
の
町
政
報
告

会
に
て
道
の
駅
構
想
に
つ
い

て
の
公
約
を
話
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
間
、

関
係
機
関
と
の
協
議
が
な
さ

れ
て
い
る
の
か
。
一
向
に
進

ん
で
い
な
い
道
の
駅
構
想
で

は
な
い
の
か
。

斉
藤
町
長　
町
民
各
位
は
も

と
よ
り
、
関
係
機
関
や
関
係

団
体
と
の
協
力
も
不
可
欠
と

考
え
て
い
る
。
町
民
の
意
向

が
把
握
で
き
る
段
階
ま
で
ス

ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
る
よ
う
、

準
備
を
進
め
て
い
く
。

湯
川
議
員　
道
の
駅
の
基
本

構
想
を
策
定
す
る
段
階
で
、

予
算
な
ど
の
規
模
は
ど
の
程

度
を
考
え
て
い
る
の
か
。
ま

た
そ
の
財
源
は
ど
の
よ
う
に

手
配
し
て
い
く
の
か
。

斉
藤
町
長　
将
来
世
代
に
過

度
な
負
担
を
残
さ
ぬ
よ
う
、

国
の
有
利
な
交
付
金
の
活
用

や
民
間
活
力
を
導
入
す
る
な

ど
、
財
政
負
担
を
抑
え
た
現

実
的
な
資
金
計
画
に
つ
い
て

調
査
研
究
を
進
め
て
い
く
。

湯
川
議
員　
町
長
が
考
え
る

我
が
町
の
キ
ラ
ー
コ
ン
テ
ン

ツ
は
何
を
考
え
て
い
る
か
。

斉
藤
町
長　
十
勝
岳
を
は
じ

め
と
し
た
風
光
明
媚
な
自
然

景
観
や
温
泉
、
農
畜
産
物
や

食
文
化
な
ど
、
他
自
治
体
と

比
較
し
て
も
勝
る
と
も
劣
ら

な
い
魅
力
的
な
資
源
を
有
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
資
源

を
ど
の
よ
う
に
発
信
し
、
地

域
経
済
に
還
元
さ
れ
る
満
足

度
の
高
い
施
設
に
出
来
る
か
、

町
民
の
皆
様
と
共
に
考
え
て

い
き
た
い
。

厚生労働大臣から委嘱される、民生児童委員のバッチ

か
ら
依
頼
し
て
い
る
高
齢
者

実
態
調
査
の
実
施
な
ど
、
多

岐
に
わ
た
る
地
域
福
祉
活
動

を
担
っ
て
頂
い
て
い
る
。

湯
川
議
員　
活
動
費
は
委
員

月
額
１
万
円
と
な
っ
て
い
る

が
、
他
町
村
の
状
況
は
如
何

か
。

斉
藤
町
長　
活
動
に
支
障
を

き
た
す
事
の
無
い
よ
う
民
生

児
童
委
員
協
議
会
に
て
意
見

を
聴
取
す
る
と
共
に
、
上
川

管
内
、
富
良
野
圏
域
の
実
態

把
握
や
民
生
委
員
・
児
童
委

員
の
活
動
内
容
を
勘
案
し
、

検
討
し
て
い
く
。



一般質問

 かみふらの議会だより第 130 号⓭

駐屯地
陸上自衛隊上富良野駐屯地のさらなる拡充を

金子　益三　議員

「
新
領
域
防
衛
」
と
は
…
宇
宙
、
サ
イ
バ
ー
、
電

磁
波
と
い
っ
た
従
来
の
陸
・
海
・
空
以
外
の
新
た

な
領
域
に
お
け
る
防
衛
を
指
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の

領
域
は
、
現
代
社
会
や
軍
事
活
動
に
と
っ
て
不
可

欠
で
あ
り
、
そ
の
防
御
が
急
務
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

金
子
議
員　
今
後
、
宇
宙
・

サ
イ
バ
ー
・
電
磁
波
と
い
っ

た
新
領
域
に
関
し
た
分
野
へ

の
安
全
保
障
に
関
し
た
部
隊

の
誘
致
な
ど
を
行
う
考
え
は

な
い
か
。

斉
藤
町
長　
新
領
域
の
部
隊

配
備
は
、
南
西
諸
島
や
主
要

駐
屯
地
に
集
中
し
て
い
る
が
、

本
町
の
最
大
の
強
み
は
、
国

内
有
数
の
訓
練
基
盤
で
あ
る

広
大
な
上
富
良
野
演
習
場
を

有
し
て
い
る
。
様
々
な
装
備

品
に
よ
る
訓
練
に
対
応
し
て

き
た
上
富
良
野
演
習
場
を
核

と
し
て
、
訓
練
誘
致
を
含
め

た
部
隊
配
備
の
要
望
を
推
進

し
た
い
と
思
う
。

金
子
議
員　
駐
屯
地
、
弾
薬

支
処
、
演
習
場
の
三
つ
を
包

括
的
に
拡
充
す
る
た
め
の
方

策
は
。

斉
藤
町
長　
防
衛
省
に
お
い

て
、
防
衛
力
の
抜
本
的
強
化

に
伴
い
、
施
設
の
強
靱
化
や

老
朽
化
対
策
を
加
速
さ
せ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
施
設
拡
充

を
点
で
は
な
く
面
と
し
て
捉

え
、
自
衛
隊
施
設
の
強
化
が

地
域
の
防
災
力
向
上
や
周
辺

整
備
（
道
路
・
橋
梁
・
避
難

施
設
や
防
災
拠
点
）
に
も
資

す
る
よ
う
、
一
体
的
な
機
能

強
化
を
求
め
て
い
く
。

金
子
議
員　
駐
屯
地
に
通
勤

し
て
い
る
隊
員
諸
官
が
、
今

後
、
町
内
に
在
住
し
て
い
た

だ
け
る
方
策
は
。

斉
藤
町
長　
新
部
隊
配
備
予

定
を
絶
好
の
機
会
と
捉
え
、

隊
員
の
皆
様
が
上
富
良
野
を

生
活
の
拠
点
と
し
て
選
ん
で

い
た
だ
け
る
環
境
を
整
え
る
。

今
後
と
も
自
衛
隊
と
の
共
生

を
揺
る
ぎ
な
い
方
針
と
し
、

駐
屯
地
の
規
模
拡
充
を
、
人

口
減
少
を
食
い
止
め
る
た
め

の
強
力
な
原
動
力
と
し
て
い

く
決
意
で
い
る
。

積
極
的
な
広
報
を
行
い
、
意

欲
の
あ
る
人
材
の
確
保
に
努

め
る
。

金
子
議
員　
学
校
給
食
の
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
は
。

鈴
木
教
育
長　
今
年
度
設
置

し
た
学
校
給
食
の
在
り
方
検

討
委
員
会
に
お
い
て
、
将
来

的
な
運
営
方
法
等
に
つ
い
て

も
慎
重
な
検
討
を
進
め
て
い

き
た
い
。
検
討
委
員
会
の
答

申
を
踏
ま
え
た
上
で
、
人
材

確
保
と
い
う
観
点
か
ら
も
、

全
面
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
な

の
か
、
人
材
的
に
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
な
の
か
、
そ
う

い
う
部
分
も
い
ろ
い
ろ
と
あ

る
と
情
報
を
今
得
て
い
る
の

で
、
教
育
委
員
会
の
中
で
も

精
査
し
て
、
学
校
給
食
あ
り

方
検
討
委
員
会
の
中
で
も
協

議
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
準

備
を
整
え
て
い
き
た
い
。

日本一地域と良い関係の駐屯地

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
今

後
は

金
子
議
員　
建
設
40
年
を
超

え
躯
体
の
老
朽
化
が
進
み
、

調
理
員
の
健
康
管
理
上
エ
ア

コ
ン
設
置
な
ど
早
急
な
対
策

が
必
要
と
考
え
、
建
て
替
え

も
考
慮
し
た
建
築
改
良
な
ど

の
計
画
は
。

鈴
木
教
育
長　
現
時
点
で
は

建
て
替
え
や
大
規
模
改
修
に

関
す
る
計
画
は
な
い
こ
と
か

ら
、
施
設
・
設
備
の
劣
化
に

対
し
、
適
宜
修
繕
や
機
器
の

交
換
を
行
い
、
安
全
な
調
理

体
制
の
維
持
管
理
に
努
め
て

い
る
。

金
子
議
員　
今
後
の
調
理
員

確
保
に
対
す
る
取
組
は
。

鈴
木
教
育
長　
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
両
立
と

適
正
な
処
遇
の
優
位
性
に
つ

い
て
、
多
様
な
媒
体
を
通
じ

町長 -いつでも万全の体制で受け入れる

全国に 160 余ある駐
屯地の中でも日本一の
部 隊 と 地 域 の 関 係 で
「地域社会との共存共
栄」「大同団結・和」
でこれからも共に繁栄
して行きましょう。
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道の駅

佐藤　大輔　議員

明確な方向性を示して欲しいが

旭川十勝道路のルート
が決まらないとコンセ
プトを固めることもで
きないのであれば、道
の駅の実現はまだ相当
先になりそうだ・・・

旭
川
十
勝
道
路
と
は
…
旭
川
市
か
ら
富
良
野
市
を

経
由
し
占
冠
村
へ
至
る
、
総
延
長
約
120
㎞
の
地
域

高
規
格
道
路
で
す
。
上
富
良
野
町
を
通
る
区
間
は

現
在
「
計
画
段
階
評
価
」
の
段
階
に
あ
り
、
具
体

的
な
ル
ー
ト
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

佐
藤
議
員　
町
長
は
就
任
当

初
よ
り
道
の
駅
設
置
を
公
約

と
し
て
掲
げ
て
き
た
。「
旭

川
十
勝
道
路
の
ル
ー
ト
が
見

え
て
き
た
段
階
で
、
設
置
場

所
の
検
討
に
入
る
」
と
の
考

え
を
示
し
て
は
い
る
が
、
道

の
駅
の
具
体
像
や
候
補
地
、

オ
ー
プ
ン
時
期
に
つ
い
て
明

確
な
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い

る
と
は
言
え
な
い
。

　
旭
川
十
勝
道
路
の
ル
ー
ト

確
定
を
待
た
ず
と
も
、
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
候
補

地
を
複
数
想
定
し
た
う
え
で

検
討
を
進
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
か
。

斉
藤
町
長　
設
置
場
所
に
つ

い
て
だ
が
、「
市
街
地
近
郊
」

と
「
郊
外
の
幹
線
道
路
沿

い
」
で
は
、
道
の
駅
に
求
め

ら
れ
る
役
割
は
異
な
る
。
性

格
の
異
な
る
複
数
の
計
画
を

町長 -まずはコンセプトを固めることが優先

な
い
限
り
、
着
手
す
べ
き
で

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

佐
藤
議
員　
収
支
に
慎
重
な

姿
勢
は
、
心
配
す
る
町
民
に

安
心
感
を
与
え
る
も
の
と
思

う
が
、
利
益
を
生
み
出
す
こ

と
は
簡
単
で
は
な
い
。
町
長

自
ら
道
の
駅
設
置
の
ハ
ー
ド

ル
を
上
げ
、
結
果
と
し
て
着

手
が
難
し
く
な
る
の
で
は
。

斉
藤
町
長　
ハ
ー
ド
ル
を
上

げ
た
つ
も
り
は
な
く
、
決
し

て
無
理
だ
と
も
思
っ
て
い
な

い
。「
ハ
コ
モ
ノ
行
政
」
と

の
批
判
を
受
け
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
運
営
方
法
に
つ
い

て
も
し
っ
か
り
と
考
慮
し
て

い
く
。

佐
藤
議
員　
令
和
７
年
度
に

は
、
町
民
の
機
運
醸
成
を
図

る
た
め
道
の
駅
視
察
を
実
施

し
た
。
し
か
し
本
来
、
機
運

と
は
「
何
を
目
指
す
の
か
」

と
い
う
具
体
像
が
示
さ
れ
て

こ
そ
高
ま
る
も
の
で
は
な
い

か
。
町
長
が
目
指
す
具
体
像

を
、
可
能
な
限
り
示
し
て
欲

し
い
が
。

斉
藤
町
長　
私
の
考
え
だ
け

で
青
写
真
を
作
る
の
は
心
も

と
な
い
。
町
民
や
専
門
家
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
コ
ン

セ
プ
ト
を
固
め
る
作
業
を
進

め
て
い
き
た
い
。

佐
藤
議
員　
道
の
駅
の
設
置

に
は
、
通
常
５
～
６
年
は
か

か
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
基

本
計
画
へ
の
移
行
は
何
年
後

を
目
指
し
て
い
る
の
か
。

斉
藤
町
長　
現
時
点
で
明
言

す
る
の
は
難
し
い
が
、
公
約

に
掲
げ
て
い
る
以
上
、
町
民

と
共
に
創
り
上
げ
て
い
き
た

い
と
い
う
気
持
ち
に
変
わ
り

は
な
い
。

令和７年度に２回実施された町民向けの道の駅見学

策
定
す
る
こ
と
は
財
政
的
な

無
駄
を
生
む
懸
念
が
あ
る
た

め
、
ま
ず
は
不
可
欠
な
機
能

は
何
か
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

を
固
め
る
事
を
優
先
し
た
い
。

佐
藤
議
員　
道
の
駅
設
置
を

巡
っ
て
は
、
財
政
面
を
懸
念

す
る
声
も
少
な
か
ら
ず
聞
か

れ
る
。
ど
の
よ
う
な
資
金
計

画
や
営
業
収
支
を
想
定
し
て

い
る
の
か
。

斉
藤
町
長　
営
業
収
支
に
つ

い
て
は
、
行
政
が
赤
字
を
補

填
し
続
け
る
よ
う
な
運
営
は

想
定
し
て
い
な
い
。
利
益
を

生
み
出
せ
る
と
確
信
が
持
て
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危機
管理

クマ対策、行政としての危機感は

林　　敬永　議員

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
は
、
本
来
は
体
に
害
の
な
い
食

べ
物
に
対
し
て
免
疫
系
が
過
剰
に
反
応
し
て
し
ま

う
状
態
。そ
の
危
険
性
は
単
な
る「
じ
ん
ま
し
ん
」

に
と
ど
ま
ら
ず
、
命
に
関
わ
る
。
最
も
警
戒
す
べ

き
こ
と
。

林
議
員　
全
国
で
ク
マ
の
生

態
に
明
ら
か
な
変
化
が
起
き

て
い
る
。
本
町
に
お
い
て
も
、

ク
マ
の
目
撃
情
報
は
、
住
民

の
「
生
存
権
」
と
「
平
穏
な

生
活
」
が
脅
か
さ
れ
る
事
態

で
あ
る
と
考
え
る
。
本
町
に

お
け
る
ヒ
グ
マ
出
没
及
び
捕

獲
件
数
、
農
作
物
へ
の
被
害

な
ど
現
状
、
ま
た
、
ク
マ
用

の
箱
わ
な
の
購
入
だ
け
で
は

な
く
、
他
の
対
策
を
講
じ
る

考
え
が
あ
る
の
か
。

斉
藤
町
長　
昨
年
は
本
町
に

お
い
て
も
山
林
な
ど
人
目
に

つ
か
な
い
場
所
か
ら
人
里
へ

の
出
没
が
増
え
、
目
撃
情
報

も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
市
街

地
へ
の
出
没
に
不
安
感
を
抱

い
て
い
る
。
令
和
７
年
度
は
、

現
在
ま
で
目
撃
24
件
、
捕
獲

18
頭
と
な
っ
て
お
り
Ｊ
Ａ
の

調
査
で
は
、
農
作
物
の
被
害

状
況
が
、
牧
草
10
ｈ
ａ
、
甜

菜
10
ｈ
ａ
、
馬
鈴
薯
30
ｈ
ａ
、

水
稲
190
ｈ
ａ
と
な
っ
て
い
る
。

箱
わ
な
以
外
の
対
策
に
つ
い

て
は
、
昨
年
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス

テ
ム
の
監
視
カ
メ
ラ
を
導
入

し
試
行
し
た
。
現
地
に
行
か

な
く
て
も
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
か
ら
状
況
を
確
認
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と
か
ら
、
関

係
者
の
作
業
軽
減
が
図
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
令
和
８
年
度

か
ら
は
本
格
稼
働
を
し
、
関

係
者
の
作
業
軽
減
が
図
ら
れ

る
こ
と
と
な
る
。

班
」
が
避
難
者
の
状
況
を
把

握
し
、健
康
管
理
を
担
う「
救

護
班
」
と
緊
密
に
連
携
す
る

こ
と
を
定
め
て
い
る
。
今
後

は
、
こ
の
運
用
を
さ
ら
に
徹

底
し
、
受
付
時
に
ア
レ
ル

ギ
ー
の
有
無
を
確
認
す
る
こ

と
を
標
準
的
な
受
付
フ
ロ
ー

と
し
、
混
乱
し
た
現
場
で
も

配
慮
が
伝
わ
る
体
制
構
築
を

目
指
す
。
ま
た
、
避
難
所
内

に
お
け
る
「
ア
レ
ル
ギ
ー
専

用
保
管
・
配
布
棚
」
の
設
置

を
検
討
し
、
一
般
食
と
の
混

在
を
厳
格
に
防
ぐ
運
用
を
徹

底
す
る
。

クマ用の箱わな

避
難
所
に
お
け
る
ア
レ
ル

ギ
ー
対
策
に
つ
い
て

林
議
員　
災
害
時
に
お
け
る

避
難
所
で
の
「
食
の
安
全
」、

と
り
わ
け
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

疾
患
を
持
つ
避
難
者
へ
の
対

応
に
つ
い
て
、
避
難
所
開
設

時
、
受
付
に
お
い
て
ア
レ
ル

ギ
ー
の
有
無
を
確
実
に
把
握

し
、
特
に
、
緊
急
時
で
も
見

落
と
し
が
な
い
よ
う
、
ア
レ

ル
ギ
ー
患
者
を
識
別
す
る
ビ

ブ
ス
や
マ
ー
ク
の
活
用
、
あ

る
い
は
専
用
の
名
簿
管
理
を

標
準
化
す
べ
き
と
考
え
る
。

ま
た
、
物
流
が
途
絶
え
た
際

の
「
個
別
配
送
」
や
専
用
の

備
蓄
棚
の
設
置
な
ど
、
必
要

な
人
に
確
実
に
届
く
仕
組
み

が
整
っ
て
い
る
の
か
。

斉
藤
町
長　
本
町
の
「
避
難

所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
で
は
、

受
付
を
担
当
す
る
「
名
簿

町長 -町郊外での人的事故がないよう対応

クマ対策、人身事故
が起きないような対
応を町民は望んでい
る。新年度の北海道
庁のクマ対策予算を
見習ってほしい。

アレルギー関連の情報
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日の出
公園

井村　悦丈　議員

スキー授業とリフトを活用した観光振興は

雪国ならではの自然環
境を生かした冬の風物
詩ともいえる授業であ
る一方、道具等の費用
負担も大きい。

ス
キ
ー
授
業
は
明
治
44
年
１
月
、
日
本
で
初
め
て
の
ス

キ
ー
指
導
が
上
越
市
で
行
わ
れ
、
指
導
者
は
、
当
時
の

オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
の
軍
人
で
少
佐
の

レ
ル
ヒ
。
そ
の
指
導
を
受
け
た
の
は
、
大
日
本
帝
国
陸

軍
、
第
13
師
団
歩
兵
第
58
連
隊
の
将
校
た
ち
で
し
た
。

井
村
議
員　
ス
キ
ー
授
業
は
、

冬
の
学
期
に
３
回
ほ
ど
実
施

さ
れ
、
地
域
に
根
差
し
た
文

化
と
し
て
継
承
さ
れ
る
重
要

な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ

て
お
り
、
地
元
の
ス
キ
ー
場

の
利
用
促
進
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
。
そ
の
一
方
、
保
護

者
含
め
道
具
等
、
費
用
負
担

の
大
き
さ
を
指
摘
し
た
声
も

あ
る
。
買
い
替
え
で
不
要
に

な
っ
た
用
具
の
情
報
交
換
の

場
な
ど
を
設
け
て
い
た
だ
け

な
い
か
。

鈴
木
教
育
長　
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役

員
に
も
御
協
力
を
い
た
だ
い

て
そ
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
が
あ

れ
ば
御
支
援
い
た
だ
き
た
い

な
と
感
じ
て
い
る
。
ま
た
現

在
、
経
済
的
支
援
が
必
要
な

世
帯
に
対
し
て
就
学
援
助
費

と
し
て
ス
キ
ー
用
具
の
購
入

費
用
を
支
給
し
て
お
り
、
小

町長 -現行の方式を当面維持していく

フ
ェ
ス
タ
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
、
夏
の

営
業
も
鑑
み
、
チ
ェ
ア
リ
フ

ト
を
設
置
し
て
は
い
か
が
か
。

斉
藤
町
長　
日
の
出
ス
キ
ー

場
の
滑
走
式
リ
フ
ト
は
、
昭

和
60
年
の
設
置
か
ら
41
年
が

経
過
し
、
老
朽
化
へ
の
対
応

が
課
題
で
あ
る
こ
と
は
認
識

し
て
い
る
。

　
ラ
ベ
ン
ダ
ー
観
光
時
期
の

魅
力
増
進
と
観
光
客
へ
の
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
の
面
で
は
、

チ
ェ
ア
リ
フ
ト
を
含
む
登
坂

手
段
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

そ
の
有
用
性
を
認
識
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
、
幾
度

か
課
題
と
し
て
検
討
し
て
き

た
経
過
も
あ
る
が
、
今
後
と

も
、
施
設
の
安
全
性
を
最
優

先
に
確
保
し
つ
つ
、
町
財
政

へ
の
影
響
や
維
持
管
理
コ
ス

ト
を
精
査
し
、
当
面
の
間
、

現
状
の
形
態
で
維
持
管
理
を

進
め
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

井
村
議
員　
キ
ャ
ン
プ
場
も

あ
り
、
日
の
出
山
は
小
さ
く

て
低
い
山
な
の
で
、
サ
マ
ー

ゲ
レ
ン
デ
み
た
い
な
体
験
型

の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も
含
め
て

滑
れ
る
よ
う
な
ゲ
レ
ン
デ
を

作
っ
て
は
。

斉
藤
町
長　
観
光
面
で
の
費

用
対
効
果
の
観
点
か
ら
も
導

入
は
難
し
い
も
の
と
考
え
て

い
る
。

　
現
行
の
方
式
を
当
面
維
持

し
て
い
く
。

日の出スキー場

中
学
校
の
９
年
間
で
計
３
回

支
給
し
、
成
長
に
合
わ
せ
た

買
換
え
に
も
対
応
し
て
い
る
。

生
活
保
護
世
帯
に
つ
い
て
も
、

生
活
保
護
費
の
中
で
必
要
な

扶
助
が
行
わ
れ
て
い
る
。

井
村
議
員　
日
の
出
ス
キ
ー

場
の
リ
フ
ト
は
、
滑
走
式
リ

フ
ト
（
Ｔ
バ
ー
リ
フ
ト
）

で
、
昭
和
60
年
12
月
設
置
か

ら
既
に
41
年
が
経
過
し
て
い

る
。
近
隣
自
治
体
で
は
、
ス

キ
ー
場
の
リ
フ
ト
を
観
光
施

策
に
活
用
し
、
好
評
を
得
て

い
る
事
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

上
富
良
野
町
も
ラ
ベ
ン
ダ
ー
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道路
維持

令和７年の路面調査の結果は

中瀬　　実　議員

特
定
空
き
家
と
は
…
空
き
家
等
対
策
の
推
進
に
関

す
る
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、
倒
壊
の
危
険
性
、

衛
生
上
の
有
害
性
、
景
観
の
著
し
い
阻
害
な
ど
、

放
置
す
る
こ
と
が
不
適
切
と
自
治
体
が
認
定
し
た

空
き
家
。

中
瀬
議
員　
今
回
の
調
査
路

線
は
全
て
１
級
路
線
な
の
か
。

オ
ー
バ
ー
レ
イ
で
改
修
す
る

路
線
は
何
路
線
あ
る
の
か
。

斉
藤
町
長　
今
回
の
調
査
路

線
の
種
別
に
つ
い
て
は
12
路

線
で
行
い
、
こ
の
う
ち
１
級

路
線
が
６
路
線
5.4
㎞
、
２
級

路
線
2.3
㎞
、
そ
の
他
が
２
路

線
0.8
㎞
と
な
っ
て
お
り
、
調

査
結
果
に
つ
い
て
は
、
ひ
び

割
れ
、
わ
だ
ち
掘
れ
、
平
坦

性
の
調
査
を
行
い
、
損
傷
レ

ベ
ル
が
大
き
く
修
繕
が
必
要

と
さ
れ
た
区
間
は
5.4
㎞
と
確

認
さ
れ
た
。

　
本
年
度
路
面
調
査
と
合
わ

せ
、
現
地
に
て
路
盤
厚
を
確

認
し
た
結
果
、
現
在
の
規
格

に
合
わ
な
い
路
線
も
あ
り
、

オ
ー
バ
ー
レ
イ
舗
装
路
線
は

10
路
線
、
改
良
舗
装
を
主
と

し
た
路
線
は
２
路
線
、
５
路

線
1.4
㎞
を
計
画
し
て
い
る
。

中
瀬
議
員　
路
面
調
査
の
方

法
に
つ
い
て
路
面
調
査
の
項

目
は
何
点
、
ど
の
よ
う
な
調

査
を
さ
れ
た
の
か
。

菊
地
建
設
水
道
課
長　
調
査

の
内
容
は
、
ポ
イ
ン
ト
は
３

点
ほ
ど
あ
る
。
１
点
目
が
ひ

び
割
れ
、
横
ク
ラ
ッ
ク
等
に

関
し
て
、
上
か
ら
レ
ー
ザ
ー

光
線
、
赤
外
線
を
当
て
て
調

べ
る
。
２
点
目
走
行
で
で
き

る
わ
だ
ち
掘
れ
、
そ
の
減
り

具
合
、
平
坦
性
、
道
路
に
波

打
っ
て
い
る
か
、
平
坦
性
調

査
を
行
っ
た
。

な
い
。

中
瀬
議
員　
解
体
費
用
助
成

は
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
解
体

助
成
の
工
事
費
50
％
上
限

100
万
円
、
工
事
費
の
20
％

50
万
円
し
か
な
い
の
か
。

斉
藤
町
長　
解
体
費
助
成
に

つ
い
て
、
本
町
の
解
体
費
助

成
は
、
住
宅
改
修
等
補
助
事

業
に
お
い
て
、
不
良
住
宅
に

対
す
る
工
事
の
50
％
、
上
限

100
万
円
と
工
事
費
の
20
％
、

上
限
50
％
と
な
っ
て
お
り
、

こ
の
助
成
額
は
国
の
空
き
家

再
生
等
推
進
事
業
を
財
源
と

し
た
間
接
補
助
の
仕
組
み
を

活
用
し
て
お
り
、
国
が
示
す

支
援
の
枠
組
み
の
中
で
適
切

に
運
用
し
て
お
り
、
現
在
の

と
こ
ろ
、
本
事
業
等
に
よ
る

認
定
実
績
は
な
い
が
、
現
行

制
度
を
空
き
家
所
有
者
へ
周

知
、
理
解
を
深
め
て
た
だ
く

こ
と
が
重
要
。

損傷がみられる町道舗装

特
定
空
き
家
は
何
件
あ
る

の
か

中
瀬
議
員　
上
富
良
野
町
で

空
き
家
は
何
件
ぐ
ら
い
あ
る

の
か
。
そ
の
う
ち
特
定
空
き

家
は
何
件
、
不
良
住
宅
は
何

件
あ
る
の
か
。

斉
藤
町
長　
空
き
家
件
数
に

つ
い
て
、
実
態
調
査
や
住
民

の
方
か
ら
の
通
報
に
基
づ
き

総
数
で
105
件
を
把
握
し
て
お

り
、
特
定
空
き
家
及
び
不
良

住
宅
に
つ
い
て
、
現
在
い
ず

れ
も
０
件
と
な
っ
て
お
り
、

特
定
空
き
家
は
私
有
財
産
へ

の
配
慮
か
ら
、
対
話
に
よ
る

自
主
的
な
改
善
を
促
し
て
お

り
、
不
良
住
宅
に
つ
い
て
は
、

空
き
家
再
生
等
推
進
事
業
の

補
助
申
請
を
起
点
と
し
て
、

国
の
基
準
に
基
づ
き
個
別
判

断
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
現

時
点
で
申
請
認
定
の
実
績
は

町長 -今回修繕が必要な区間は 5.4㎞

町内の町道舗装の損
傷が目立つ。経年劣
化による劣化、凍害
等によりわだち掘れ
が多く見られる。
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子育て

小林　啓太　議員

ファミサポの利用拡大を進めるべきでは

預ける場所があるのと
気軽に預けられるのは
大きく異なる。ファミ
サポの利用促進が進み、
子育てを助け合える町
になっていければ。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
…
子
育
て
を
手

伝
っ
て
ほ
し
い
人
（
利
用
会
員
）
と
手
伝
っ
て
く

れ
る
人
（
サ
ポ
ー
ト
会
員
）
を
繋
ぐ
仕
組
み
。
上

富
良
野
で
は
こ
ど
も
サ
ポ
ー
ト
ふ
ら
の
と
い
う
法

人
に
事
業
を
委
託
し
て
い
る
。

小
林
議
員　
本
町
の
出
生
数

は
２
０
１
４
年
の
約
78
人
か

ら
２
０
２
４
年
に
は
約
49
人

へ
と
、
こ
の
10
年
間
で
約

37
％
減
少
し
て
い
る
。
こ
の

急
激
な
減
少
に
つ
い
て
、
町

長
の
認
識
を
伺
う
。

斉
藤
町
長　
全
国
的
な
傾
向

で
あ
り
、
本
町
特
有
の
現
象

で
は
な
い
。

小
林
議
員　
で
は
自
治
体
と

し
て
対
応
可
能
な
領
域
は
な

い
の
か
。

斉
藤
町
長　
子
育
て
支
援
な

ど
に
お
い
て
は
自
治
体
と
し

て
で
き
る
範
囲
で
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
、
施
策
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

小
林
議
員　
子
育
て
世
帯
が

不
安
に
感
じ
る
こ
と
と
し
て

は
、
日
常
的
な
子
ど
も
の
預

か
り
や
送
迎
な
ど
、
小
さ
な

困
り
ご
と
で
は
な
い
か
と
考

町長 -必要に応じて進めていきたい

踏
み
込
む
の
は
難
し
い
面
も

あ
る
が
、
預
け
先
が
な
い
家

庭
も
含
め
、
ど
う
い
っ
た
解

決
策
が
あ
る
の
か
調
査
研
究

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

小
林
議
員　
ア
ン
ケ
ー
ト
の

記
述
欄
で
は
子
ど
も
を
気
軽

に
預
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の

ニ
ー
ズ
が
高
く
、
も
し
そ
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
れ
ば
、

当
町
に
お
け
る
子
育
て
の
し

や
す
さ
の
実
感
値
は
飛
躍
的

に
向
上
す
る
と
考
え
る
が
。

斉
藤
町
長　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
（
以

下
フ
ァ
ミ
サ
ポ
）
を
活
用
す

る
な
ど
、
必
ず
し
も
公
的
な

機
関
で
は
な
く
て
も
い
い
の

で
、
ど
う
い
う
施
策
が
い
い

の
か
皆
さ
ん
と
検
討
し
て
い

き
た
い
。

小
林
議
員　
現
状
ま
だ
フ
ァ

ミ
サ
ポ
を
知
ら
な
い
方
や

知
っ
て
い
て
も
使
っ
た
こ
と

の
な
い
方
も
多
い
。
中
富
良

野
町
で
は
妊
娠
期
か
ら
フ
ァ

ミ
サ
ポ
の
ス
タ
ッ
フ
と
の
交

流
が
あ
っ
た
り
、
出
産
時
に

５
時
間
分
の
利
用
チ
ケ
ッ
ト

（
３
千
500
円
分
相
当
）
が
配

ら
れ
る
な
ど
利
用
が
促
進
さ

れ
て
お
り
、
初
回
利
用
へ
の

ハ
ー
ド
ル
が
低
い
実
態
が
あ

る
。
当
町
で
も
お
よ
そ
20
万

円
以
下
の
予
算
で
で
き
る
事

業
な
の
で
、
出
産
時
に
フ
ァ

ミ
サ
ポ
の
利
用
チ
ケ
ッ
ト
を

配
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
。

斉
藤
町
長　

初
回
利
用
の

ハ
ー
ド
ル
を
越
え
る
と
い
う

意
味
で
は
利
用
券
の
配
布
は

良
い
手
段
だ
と
思
う
。
隣
町

の
動
向
を
研
究
し
な
が
ら
参

考
に
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
。

こどもサポートふらの主催のクリスマスパーティー

え
て
い
る
。
そ
の
点
に
は
十

分
に
寄
り
添
え
て
い
る
か
。

斉
藤
町
長　
預
け
に
関
し
て
、

サ
ポ
ー
ト
で
き
て
い
る
部
分

も
あ
る
が
、
今
後
も
よ
り
良

い
方
法
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

小
林
議
員　
当
町
で
子
育
て

世
帯
を
対
象
に
と
ら
れ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
単
身

世
帯
や
身
近
に
両
親
の
存
在

が
あ
る
家
庭
に
お
い
て
も
子

ど
も
を
預
け
る
こ
と
に
は
心

理
的
な
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
こ

と
が
分
か
る
が
。

斉
藤
町
長　
個
人
の
感
情
に
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地域
通貨

地域通貨導入の考えはあるか

茶谷　朋弘　議員

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
経
費
に
約
450
万
円
、
今
回

の
生
活
応
援
商
品
券
給
付
の
経
費
に
は
600
万
円
か

か
っ
て
い
る
。
近
年
、
コ
ス
ト
の
削
減
や
利
便
性

向
上
な
ど
の
利
点
か
ら
地
域
通
貨
を
導
入
す
る
自

治
体
が
増
え
て
い
る
。

茶
谷
議
員　
紙
媒
体
に
よ
る

課
題
は
ど
の
よ
う
に
認
識
し

て
い
る
か
。

斉
藤
町
長　

商
品
券
の
制

作
、
配
布
、
換
金
に
多
く
の

時
間
と
費
用
が
か
か
る
。
ま

た
、
消
費
者
が
い
つ
、
ど
こ

で
、
何
に
使
用
し
た
か
を
追

跡
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
、
経
済
波
及
効
果
の
測
定

と
い
う
面
で
は
大
き
な
課
題

が
あ
る
。

茶
谷
議
員　
地
域
通
貨
に
つ

い
て
、
町
は
ど
の
よ
う
な
認

識
を
し
て
い
る
か
。

斉
藤
町
長　
地
域
経
済
の
循

環
、
住
民
利
便
性
の
向
上
等

そ
の
有
効
性
に
つ
い
て
大
い

に
認
め
て
い
る
が
、
導
入
に

は
相
当
の
コ
ス
ト
を
必
要
と

す
る
こ
と
や
、
住
民
が
地
域

通
貨
を
使
用
す
る
サ
イ
ク
ル

の
確
立
に
至
ら
な
い
等
問
題

が
あ
り
、
よ
り
慎
重
な
検
討

す
る
必
要
。

茶
谷
議
員　
将
来
的
に
地
域

通
貨
を
地
域
経
済
の
基
盤
と

し
て
整
備
す
る
考
え
は
あ
る

か
。

斉
藤
町
長　
地
域
内
通
貨
基

盤
の
構
築
は
大
き
な
課
題
が

山
積
し
て
い
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。
し
か
し
、
近
年
大

手
電
子
決
済
サ
ー
ビ
ス
な
ど

が
、
地
域
内
で
利
用
で
き
る

新
し
い
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が

進
ん
で
お
り
、
今
後
は
、
こ

う
し
た
既
存
サ
ー
ビ
ス
の
成

熟
と
合
わ
せ
て
、
よ
り
実
現

可
能
か
つ
持
続
可
能
な
地
域

内
経
済
基
盤
の
構
築
に
つ
い

て
引
き
続
き
検
討
し
て
い
き

た
い
。

充
実
が
不
可
欠
で
あ
る
。
専

門
的
な
指
導
は
、
施
設
の
安

全
性
や
利
用
者
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
維
持
に
も
つ
な
が
り
、

結
果
と
し
て
施
設
の
利
用
促　

進
に
寄
与
す
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

　
第
10
次
社
会
教
育
中
期
計

画
で
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

な
ど
の
専
門
人
材
配
置
の
必

要
性
に
つ
い
て
謳
わ
れ
て
お

り
、
町
民
が
生
き
生
き
と
ス

ポ
ー
ツ
に
励
み
、
健
康
で
活

力
あ
る
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、

運
動
環
境
の
充
実
に
向
け
て

検
討
し
た
い
。

美瑛町で導入されている地域通貨

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
環
境
の
整

備
及
び
指
導
体
制
の
強
化

茶
谷
議
員　
幅
広
い
世
代
が

継
続
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
、

機
能
向
上
や
設
備
更
新
を
含

め
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
環
境
の

整
備
を
検
討
す
る
考
え
は
。

鈴
木
教
育
長　
現
在
設
置
し

て
い
る
機
器
は
導
入
か
ら
10

年
以
上
が
経
過
し
て
お
り
、

利
用
実
態
や
利
用
者
が
求
め

る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
環
境
の
把

握
と
分
析
を
行
い
、
機
器
の

更
新
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

茶
谷
議
員　
町
民
の
運
動
習

慣
の
定
着
を
図
る
た
め
、
新

た
に
運
動
指
導
を
行
う
専
門

の
人
材
配
置
を
検
討
す
る
考

え
は
な
い
か
。

鈴
木
教
育
長　
運
動
習
慣
の

定
着
に
は
、
ハ
ー
ド
面
だ
け

で
な
く
、
正
し
く
効
果
的
な

運
動
を
教
え
る
ソ
フ
ト
面
の

町長 -引き続き調査、研究をしていきたい

デジタル地域通貨を導
入するには、課題は多
くあるが紙媒体の商品
券では今以上の経済効
果の発展は難しいので
はないか…
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観光
振興

荒生　博一　議員

花火大会を今年こそ実施するのか

ラベンダーフェスタの
オープニングの花火が
しょぼくて、以前の花
火大会の復活を願い 2
年越しで思いを伝え今
年はついに夢が叶う。

北
海
道
は
本
年
４
月
よ
り
北
海
道
宿
泊
税
を
導
入

し
、観
光
の
付
加
価
値
向
上
、受
入
れ
体
制
の
整
備
、

災
害
な
ど
観
光
分
野
の
危
機
管
理
対
策
な
ど
、
持

続
可
能
な
観
光
振
興
を
図
る
た
め
の
財
源
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

荒
生
議
員　
昨
年
９
月
の
定

例
会
で
私
は
、
持
続
可
能
な

観
光
振
興
に
必
要
な
財
源
確

保
の
た
め
、
今
や
当
町
の
最

大
集
客
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
ラ

ベ
ン
ダ
ー
フ
ェ
ス
タ
か
み
ふ

ら
の
の
駐
車
場
の
有
料
化
や

イ
ベ
ン
ト
そ
の
も
の
の
有
料

化
を
提
案
し
た
が
、
そ
の
後

検
討
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

当
町
の
魅
力
あ
る
観
光
資
源

の
磨
き
上
げ
と
、
今
後
の
持

続
可
能
な
観
光
振
興
策
の
展

開
に
は
、
自
主
財
源
確
保
が

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
考
え

る
が
町
長
の
見
解
を
伺
う
。

斉
藤
町
長　

ラ
ベ
ン
ダ
ー

フ
ェ
ス
タ
か
み
ふ
ら
の
に
お

け
る
駐
車
場
や
イ
ベ
ン
ト

の
有
料
化
に
つ
い
て
で
あ
る

が
、
昼
間
の
イ
ベ
ン
ト
を
除

く
夜
間
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に

限
る
と
１
日
平
均
３
千
500
人

町長 -令和８年度に夏の開催を目指している

点
か
ら
非
常
に
困
難
で
あ
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
令
和
８
年
度
に

お
い
て
は
、
運
用
面
で
実
現

可
能
か
つ
効
率
性
の
よ
い
料

金
徴
収
方
法
を
検
討
、
試
行

す
る
予
定
で
あ
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
来
場
者
に
過
度
な
負

担
を
か
け
ず
、
ま
た
、
入
退

場
や
地
域
交
通
に
支
障
を
き

た
さ
な
い
よ
う
な
手
法
に
よ

る
有
効
な
財
源
調
達
を
模
索

し
て
ま
い
り
た
い
。

荒
生
議
員　
町
民
皆
が
望
ん

で
い
る
花
火
大
会
実
施
に
つ

い
て
、
昨
年
度
は
残
念
な
が

ら
実
施
に
は
至
ら
な
か
っ
た

が
、
今
年
こ
そ
実
施
し
て
い

た
だ
け
る
の
か
伺
う
。

斉
藤
町
長　
花
火
大
会
の
開

催
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
町

民
花
火
大
会
は
夏
の
風
物
詩

と
し
て
多
く
の
町
民
の
皆
様

に
愛
さ
れ
、
待
ち
望
ま
れ
て

い
る
一
方
で
、
前
身
で
あ
る

花
と
炎
の
四
季
彩
ま
つ
り
ま

で
行
っ
て
い
た
同
日
開
催
が
、

入
込
み
の
増
加
と
交
通
渋
滞

の
問
題
を
受
け
、
実
施
を
見

送
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
問
題
の
解
消
に
つ
い
て

は
様
々
な
方
策
を
検
討
し
て

き
た
と
こ
ろ
だ
が
、
担
い
手

の
確
保
や
運
営
体
制
の
整
備

も
含
め
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
フ
ェ

ス
タ
に
合
わ
せ
た
開
催
は
難

し
い
も
の
と
判
断
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
花
火
大
会
に
つ
い
て

は
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン

ト
と
は
切
り
離
し
、
新
た
な

町
民
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
実
施

方
法
を
検
討
し
、
令
和
８
年

度
に
夏
の
開
催
を
目
指
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

過去にあげられた花火

の
入
り
込
み
と
な
っ
て
お
り
、

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
も
の

の
現
在
も
発
展
途
上
に
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
当
面
は
Ｓ

Ｎ
Ｓ
や
メ
デ
ィ
ア
で
の
露
出

に
よ
る
知
名
度
向
上
、
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
優
先
し
、

入
場
の
有
料
化
は
ま
た
次
の

段
階
で
検
討
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
一
方
、

駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
夜
間

の
極
め
て
短
い
時
間
の
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
特
殊
性
を
鑑
み

る
と
、
一
般
的
に
行
わ
れ
る

出
入
口
で
の
料
金
徴
収
は
、

入
退
場
時
の
混
雑
緩
和
の
観
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環境
衛生

クリーンセンター処理体制の住民説明を

米澤　義英　議員

国
や
自
治
体
が
計
画
・
政
策
な
ど
を
策
定
・
改
定

す
る
際
、
事
前
に
そ
の
案
を
公
表
し
広
く
住
民
か

ら
意
見
を
募
り
、
結
果
と
行
政
の
考
え
方
を
公
表

す
る
こ
と
で
、
行
政
の
透
明
性
の
向
上
と
住
民
参

加
が
必
要
で
す
。

米
澤
議
員　
一
般
廃
棄
物
を

処
理
す
る
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

―
が
共
用
開
始
か
ら
約
25
年

が
経
過
し
て
い
る
。
こ
の
間
、

改
修
等
を
し
な
が
ら
施
設
の

維
持
管
理
を
し
て
い
る
。
町

は
、
今
後
の
一
般
廃
棄
物
の

処
理
体
制
を
考
え
れ
ば
、
焼

却
施
設
の
新
設
よ
り
安
価
に

な
る
と
し
て
、
他
の
自
治
体

で
構
成
す
る
清
掃
組
合
へ
の

加
入
を
検
討
し
て
い
る
が
、

議
会
や
住
民
に
し
っ
か
り
と

説
明
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
。

斉
藤
町
長　
機
械
設
備
類
の

耐
用
年
数
を
迎
え
た
平
成
27

年
度
に
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

長
寿
命
計
画
を
立
て
、
施
設

の
安
定
運
営
に
努
め
て
き
た

が
、
老
朽
化
が
進
行
す
る
中

で
は
緊
急
対
応
が
必
要
な
故

障
も
偶
発
し
て
い
る
状
況
に

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
、
費
用
対
効
果
の
比
較
検

討
に
お
い
て
は
、
令
和
８
年

度
か
ら
15
年
間
の
廃
棄
物
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
は
、

大
雪
清
掃
組
合
の
加
入
が
最

も
安
価
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

現
時
点
で
可
能
な
処
理
方
法

の
中
で
最
も
費
用
対
効
果
が

発
揮
さ
れ
る
と
判
断
し
た
。

住
民
や
議
会
に
対
す
る
説
明

で
あ
る
が
、
し
か
る
べ
き
時

期
に
住
民
周
知
や
説
明
会
等

を
実
施
し
意
見
を
求
め
た
い
。

　
お
墓
や
納
骨
に
対
す
る
考

え
方
が
多
様
化
し
て
き
て
い

る
。
本
町
に
お
い
て
も
、
墓

地
区
画
の
使
用
許
可
件
数
は

少
な
い
件
数
で
推
進
し
て
お

り
、
墓
じ
ま
い
な
ど
の
改
装

件
数
は
増
加
し
て
き
て
い
る

状
況
に
あ
る
。
今
後
に
お
い

て
は
、
少
子
高
齢
化
や
核
家

族
化
、
地
方
の
人
口
減
少
の

現
状
を
踏
ま
え
、
町
内
に

納
骨
す
る
施
設
を
抱
え
る
寺

院
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
民
間

施
設
と
の
整
合
性
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、

公
共
施
設
と
し
て
の
整
備
に

つ
い
て
研
究
、
検
討
す
べ
き

事
案
と
考
え
て
い
る
。

A 系焼却炉・ごみシュート修繕

合
葬
墓
の
新
設
を

米
澤
議
員　
近
ご
ろ
で
は
、

お
墓
を
守
る
人
が
い
な
い
こ

と
や
お
墓
を
建
て
る
こ
と
よ

り
費
用
の
負
担
が
安
価
で
あ

る
こ
と
な
ど
の
理
由
か
ら
、

合
葬
墓
へ
の
納
骨
を
望
む
声

が
あ
る
。
町
は
、
火
葬
場
が

老
朽
化
し
改
築
す
る
よ
り
は

費
用
面
で
安
価
に
な
る
こ
と

か
ら
、
令
和
８
年
度
よ
り
中

富
良
野
町
と
の
火
葬
場
の
共

同
利
用
が
始
ま
る
が
、
住
民

か
ら
の
要
望
が
あ
る
合
葬
墓

の
新
設
に
つ
い
て
、
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

斉
藤
町
長　
少
子
高
齢
化
や

核
家
族
の
進
展
、
継
承
が
い

な
い
な
ど
、
お
墓
を
維
持
管

理
し
て
い
く
こ
と
に
不
安
を

持
た
れ
て
い
る
方
が
増
え
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

町長 -しかるべき時期に住民周知や説明会等を実施する

住民は、一般廃棄物
処理体制が変わるこ
により、ごみ処理手
数料の見直しなどの
不安がある。住民へ
の説明が必要。
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議会広報特別委員会

委
員
長　
　
茶　
谷　
朋　
弘

副
委
員
長　

   

林　
　
　
敬　
永

委

員　
　
湯　
川　
千
悦
子

　
　
　
　
　
　
米　
澤　
義　
英

　
　
　
　
　
　
井　
村　
悦　
丈

　
　
　
　
　
　
小　
林　
啓　
太

　
新
緑
が
ま
ぶ
し
く
、
花
々
が
風
に
揺
れ
る
季
節
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
新
年
度
を
迎
え
、
新
し
い
生
活
が

始
ま
っ
た
方
や
、
生
活
環
境
が
変
わ
っ
た
方
、
そ
れ
ぞ

れ
に
気
持
ち
を
新
た
に
日
々
前
進
し
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　
地
球
温
暖
化
に
よ
り
、
暖
か
い
日
々
が
続
き
、
桜
の

開
花
を
早
め
そ
う
で
す
ね
。
今
年
の
夏
も
厳
し
い
暑
さ

に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
…
。

　
本
号
で
は
令
和
８
年
度
の
予
算
審
議
の
結
果
や
、
町

長
・
教
育
長
の
執
行
方
針
、
そ
れ
に
対
す
る
議
員
一
人

ひ
と
り
の
注
目
度
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
皆
様
も
上

富
良
野
の
ま
ち
づ
く
り
に
、
今
以
上
に
興
味
を
も
っ

て
い
た
だ
き
、
よ
り
よ
い
町
に
す
る
べ
く
、
た
く
さ
ん

の
ご
意
見
・
ご
希
望
を
、
私
達
議
員
に
お
知
ら
せ
し
て

い
た
だ
け
る
こ
と
を
願
い
、
爽
や
か
な
風
と
共
に
皆
様

の
日
々
が
幸
せ
に
満
ち
る
よ
う
に
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。

　
次
号
も
お
楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
湯
川　
記
）

議会の主な予定

次回７月 24日発行予定

５月１８日　　　厚生文教常任委員会
　～２１日　　　　　先進市町村行政調査
５月２８日　　　議会運営委員会
６月　４日　　　厚生文教常任委員会
６月　５日　　　総務産建常任委員会
６月　８日　　　議会運営委員会
６月１１日　　　全員協議会
　　　　　　　　議会広報特別委員会
６月１７日　　　第２回定例会
   ～１８日　　　

Ｑ 

ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ッ
ズ
に
参
加
し
て
み
て
ど
う
で
し

　
た
か
？

Ａ
・
色
々
な
経
験
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
。（
森
さ
ん
、

　
　
北
村
さ
ん
）

　
・
社
会
の
体
験
が
で
き
て
面
白
か
っ
た
。（
鈴
木
さ

　
　
ん
、
松
井
さ
ん
）

Ｑ 

ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ッ
ズ
の
売
り
上
げ
を
ど
の
よ
う
に　

　
使
っ
て
欲
し
い
と
町
長
に
お
願
い
し
ま
し
た
か
？

Ａ
・
西
小
学
校
の
チ
ャ
イ
ム
を
新
し
く
し
て
欲
し
い
。

　
　
（
森
さ
ん
、
北
村
さ
ん
）

　
・
上
富
良
野
小
学
校
の
掃
除
箱
や
カ
ウ
ン
タ
ー
を　
　

　
　
新
し
く
し
て
ほ
し
い
。（
鈴
木
さ
ん
、
松
井
さ
ん
）

Ｑ 

上
富
良
野
町
が
ど
ん
な
町
に
な
っ
た
ら
嬉
し
い

　
で
す
か
？

Ａ
・
デ
パ
ー
ト
の
あ
る
町
。（
森
さ
ん
、
北
村
さ
ん
）

　
・
自
然
が
多
く
て
の
ど
か
な
町
。（
鈴
木
さ
ん
、
松

　
　
井
さ
ん
）

Ｑ 
上
富
良
野
の
好
き
な
と
こ
は
ど
こ
で
す
か
？

Ａ
・
ラ
ベ
ン
ダ
ー
と
自
然
。（
森
さ
ん
、
北
村
さ
ん
）

　
・
ラ
ベ
ン
ダ
ー
と
自
然
、
十
勝
岳
。（
鈴
木
さ
ん
、

　
　
松
井
さ
ん
） 参

加
し
た
子
供
達
の
声

参
加
し
た
子
供
達
の
声

今
号
の
表
紙

ご
提
供
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ッ
ズ
っ
て
何
？

ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ッ
ズ
っ
て
何
？

　
上
富
良
野
町
商
工
会
青
年
部
が
毎
年
２
月
に
主
催
す

る
町
内
の
小
学
生
が
会
社
経
営
を
疑
似
体
験
す
る
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
イ
ベ
ン
ト
。

　
商
品
の
企
画
、
仕
入
れ
、
製
造
、
販
売
、
決
算
ま
で

の
一
連
の
流
れ
を
通
じ
て
、
商
売
の
仕
組
み
や
働
く
こ

と
の
厳
し
さ
や
楽
し
さ
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
た
も

の
で
す
。

　
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ッ
ズ
の
売
り
上
げ
は
町
に
寄
付
さ
れ

そ
れ
ぞ
れ
の
小
学
校
の
備
品
購
入
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

　
３
月
27
日
に
上
富
良
野
町
役
場
に
お
い
て
行
わ
れ

た
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ッ
ズ
納
税
式
に
参
加
し
て
く
れ
た

上
富
良
野
西
小
学
校
の
森も

り
玲れ

い
か香
さ
ん
、
北き

た
む
ら村
美み

も
り森
さ

ん
、
上
富
良
野
小
学
校
の
鈴す

ず
き木

結ゆ
づ
き月

さ
ん
、
松ま

つ
い井

優ゆ
づ
き月
さ
ん
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


